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（1）

（2） （3）

（1）仮置場名称と住所を入力する

配置図作成のための入力ページ

想定する仮置場の情報をそれぞれ選択・入力する

（2）仮置範囲幅などの必要項目を、
（3）の入力に係る用語解説の図や

iボタンの情報を参照しながら
入力する



項目内容の選択

（4）
（5）
（6）

（4）想定する災害の種類を「水害」か
「地震」より選択する

（5）配置品目と占有面積割合は「事例値」
か「自由設定」から選択する

（6）品目配置パターンを「辺のみ配置」か
「辺・中央の両方に配置」より選択する



配置品目と占有面積割合：事例値

配置品目と占有面積割合の「事例値」では、
過去の災害の事例をもとに設定した既定値
を使用して設計する。

水害の場合は平成29年九州北部豪雨、地震
の場合は平成28年熊本地震の一部の被災自
治体の発災初期に仮置場に配置された品目
と占有面積割合を基にしている。



配置品目と占有面積割合：自由設定

配置品目と占有面積割合の「自由設定」で
は、配置品目と占有面積割合を自由に設定
して計画することができる。

設定は、表の説明文にある手順で、品目・
割合等入力表を編集することで行える。

表の説明文

品目・割合等入力表



品目配置パターン：辺のみ配置

品目配置パターンの「辺のみ配置」では、
上図のように、仮置場設計範囲の長方形の
辺に沿って品目が配置される図が作成され
る。



品目配置パターン：辺・中央の両方に配置

品目配置パターンの「辺・中央の両方に配
置」では、上図のように、仮置場設計範囲
の長方形の辺に沿って配置するほか、中央
にも配置スぺースを設けて配置される図が
作成される。



仮置場配置図出力ページ

作図後の出力ページでは、占有面積の計算
結果と仮置場配置図、仮置場設置作業及び
運営に伴う留意事項が表示される。
「PDF化する」のボタンをクリックすると、
出力ページ画面と同じページがPDF形式で出
力される。
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